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論 文 の 要 旨 

情報技術の発達によりコンピュータは我々の生活に深く入り込んできている。そんな中で、人間と

コンピュータを含む機械との対話に関する研究がいろいろな分野で行われており、人間同士なみの対

話を目指す試みも行われている。一方、アフェクティブ・コンピューティングの分野では、コンピュ

ータに人間の感情や気持ちを理解、認識させるための知識をモデル化することで人間の感情をコンピ

ュータが読みとり、気持ちを理解させたり、逆に、コンピュータ自体に人間のような感情を表現させ

たりする研究が行われている。人間‐コンピュータの対話にアフェクティブ・コンピューティング分

野でとられている人間の感情、気持ちを理解する仕組みを取り入れることにより、人間同士の対話の

ように人間‐コンピュータの対話がスムーズにいくという期待感がある。しかし感情認識に関する問

題では、人間の感情表現は万国共通であるとの立場に立つ考え方とその人間が育った環境、文化に依

存するとの立場に立つ考え方があり、いまだ、解決にいたっていない。 

そこで本論文では、人間が育った環境、文化の違いが感情表現、感情認識にどういった影響を与え

るか、そういった環境、文化を考慮せずに人間‐コンピュータの対話に人間の感情認識モデルを組み

込んだ場合にどういった問題が起こるかに焦点をあてて議論し、知見を見出すことを目指している。

そのため多数の国の実験参加者を集めて、いろいろな感情を表出する刺激を与え、その刺激に対応す

る感情を表現する表情などをしてもらう実験を行い、それらをデータベース化している。そしてこれ

らのデータをもとに感情認識モデルを構築し、環境、文化の考慮の有無による感情認識率の違いを議

論している。さらにメガネの対話型デザインシステムに感情認識モデルを組み込み、文化の影響を考 

 



 

慮したモデルを組み込んだ場合とそうでない場合とでデザイン結果の違いを議論している。 

 本論文は５章から構成されている。１章では研究の背景、研究の目的、関連研究について述べてい

る。２章では感情とコミュニケーション、文化との関係について、万国共通、文化依存の両方の観点

から深く考察しており、本論文における「文化」の定義をしている。また、アフェクティブ・コンピ

ューティング分野についても概説しており、人間‐コンピュータの対話におけるこの分野の役割につ

いて述べている。３章では感情認識における文化の影響を議論するのに必要なデータを収集するため

の実験について述べている。また、収集したデータから感情認識モデルを、サポートベクターマシン

を用いて構築し、文化の影響を考慮したモデル、考慮しないモデルの感情認識率の違いから文化の影

響を議論している。４章では人間‐コンピュータの対話の例として対話型メガネデザインシステムを

考えている。通常、対話型デザインシステムでは、デザイン候補の善し悪しを直接、評価しているが、

本研究では、ユーザがデザイン候補の善し悪しに応じて表現するポジティブ、あるいはネガティブな

表情を認識する感情認識モデルの認識結果をデザイン候補の評価として用いている。その認識モデル

に文化の影響を考慮したモデル、考慮しないモデルを用いた場合のデザイン結果を、直接評価した場

合とで比較している。最終章の５章では論文の結論、および今後の課題について述べている。 

審 査 の 要 旨 

【批評】 

 本論文では、感情認識における文化依存という問題に対して知見を得ることを目指している。その

ために、多数の国の実験参加者を集めて、感情を表出する実験を行い、それらをデータベース化して

いる。そしてこれらのデータをもとに感情認識モデルを構築し、文化の影響の有無による感情認識率

の違いを議論している。その結果、文化の影響を考慮しないモデルの場合はその認識率が低くなるこ

とを確認し、文化を地域的に分ける方が良いとの知見を得ている。さらに、メガネの対話型デザイン

システムに感情認識モデルを組み込み、評価実験を行っている。その結果、文化の影響を正しくとり

いれた感情認識モデルの場合は対話型デザインシステムで通常とられている直接評価した場合と同

等なデザイン結果が得られていること、文化の影響を考慮しない認識モデルの場合はデザイン結果が

よくなかったことなどの結果を得ており、感情認識における文化の影響の可能性を感情認識モデルの

認識率、および対話型メガネデザインシステムへの応用の観点から示している。本論文は感情認識分

野、ひいては人間‐コンピュータ間の対話に人間の感情認識を応用する分野に重要な指針を与え、有

用な学術的資料ともなり、博士論文に値するものと評価する。 

【最終試験の結果】 

平成２６年 ９月２４日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、

著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全

員によって、合格と判定された。 

【結論】 

上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（ 工学 ）の学位を受けるに

十分な資格を有するものと認める。 


